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	B’AI Global Forum 活動報告書 —6年間の主な取り組みと成果—
	B’AI Global Forum概要
	B’AI Global Forumは、東京大学とソフトバンク株式会社が共同で立ち上げた「Beyond AI研究推進機構」の中の「AIと社会」部門内の研究グループである。「AI時代における真のジェンダー平等社会の実現とマイノリティの権利保障のための規範•倫理•実践研究」を行うことを目的として2020年7月30日に設立された。
	名称の「B’」には、AI以前の言論•表現空間の歴史（before）、AI発展の背後の利害（behind）、AIの開発•生産を可能にする下部構造（beneath）、 AI技術に留まらない広い社会の理解（beyond）など、AI技術を取り巻く歴史やそれを支える社会構造を多角的に考察していこうという意味が込められている。
	本研究プロジェクトは、東アジアを拠点とする世界的フォーラムの創設を最終目標として掲げ、AIをはじめとするデジタル情報技術が社会に及ぼす影響を、ジェンダー、ディスアビリティ、ナショナリティ、エスニシティといった社会的属性の交差性（インターセクショナリティ）の観点から批判的に解明し、日本社会における公正で包摂的な言論・表現空間の形成に理論的・実践的に貢献するフォーラムの形成を目指し、段階的に研究と事業を積み重ねてきた。B’AI Global Forumは、2026年3月31日をもって約6年間の活動を終了する。
	活動目標・テーマ
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